
まだまだ雪は降ります 

1・
 
屋
根
雪
は
余
り
多
く
な
ら
な
い
う
ら
 

九
 
に
お
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
 

百
 

2・
 
雪
で
高
圧
線
や
変
圧
器
な
ど
が
非
常
 

八
 

に
接
近
し
て
い
ま
す
。
雪
お
ろ
し
の
と
 

き
、
頭
の
上
や
近
く
の
電
線
に
注
意
し
 

十
 

ま
た
、
引
込
線
を
切
ら
な
い
よ
う
に
気
 

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

-
 
3
.
 

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
た
電
線
を
見
た
 

票
 
ら
、
早
速
匠
く
の
電
力
会
社
の
事
業
所
 

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ふ
 4，
 
道
路
で
の
ス
キ
ー
遊
び
を
や
め
さ
せ
 

え
 
て
く
だ
さ
い
。
 

る
 

5．
 
両
側
駐
車
は
な
る
べ
く
や
め
て
く
だ
 

さ
い
。
除
雪
車
が
困
つ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
道
路
の
青
空
車
庫
も
や
め
て
 

く
だ
さ
い
。
消
防
車
が
通
れ
ま
せ
ん
。
 

成

人
式
、

有
意
義
に
お

わ

る
 

年
 

原
市
は
、
 

女
 

西
北
両
』
 

西
北
両
津
 

、
 

・
 

・

v
 
I
v」
 

し
 

長
 

・

‘
hノ

ど
う
に
か
 

軽
に
お
け

る
社
会
経

済
の
扇
の

要
め
の
役
 

目
を
担
つ

て
い
る
わ
 

け
て
す
か

け
で
す
が
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市
 

所
 

五
 昨

年
は
、
雪
に
地
震
に
水
に

電
に
火
事
と
、
災
害
で
皆
さ
ん

も
大
き
な
被
害
を
う
け
、
生
活

を
お
び
や
か
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
こ
の
損
害
を
 

挽
回
で
き
 

て
 

る
よ
い
年
 

で
あ
り
ま
 

す
こ
と
を
 

（
ノ
 
心
か
ら
ど
 

二
・
 
祈
念
申
し
 

、
 
ソ

丸
 
あ
げ
ま
す

名
ル
 

今
年
は
 

五
所
川
原
 

栄
 

が
市
に
な
 

む
 

つ
て
か
ら
 

満
十
五
年
 

一
 
」
  

木
 
で
す
。
 

五
所
川
 

理
想
的
な
 

地
域
中
核
 

都
市
の
輪
 

郭
が
で
き

あ
が
り
、
十
分
と
は
言
え
な
い
」
 

ま
で
も
地
域
振
興
の
要
請
に
応

え
得
る
都
市
機
能
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
不
断
の
ご
努
力
と
ご
協
力

の
賜
も
の
に
よ
る
も
の
で
、
常

日
頃
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
て
い

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
が
進

歩
し
、
地
域
の
核
と
し
て
の
地

歩
が
強
ま
る
に
し
た
が
い
、
五

所
川
原
市
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
大
に
な
つ
て
参
り
ま
す
。
 

そ
れ
な
り
に
新
ら
し
い
社
会

経
済
に
対
応
す
る
た
め
に
、
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
年

毎
に
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
 

例
を
引
け
ば
、
近
年
市
街
地

人
ロ
が
め
つ
ぽ
う
増
加
し
、
企

業
の
進
出
も
め
だ
つ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
見
合
つ
た
都
市

計
画
事
業
の
推
進
、
中
高
学
卒

者
や
出
稼
ぎ
者
に
技
能
を
修
得

さ
せ
、
技
能
者
と
し
て
十
分
な

賃
金
と
安
定
し
た
就
職
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
総
合
職

業
訓
練
所
の
誘
致
．
学
校
統
廃

合
、
青
少
年
開
発
セ
ン
タ
ー
、
 

運
動
施
設
整
備
、
 コ
ン
ク
ー
リ

ト
や
廃
品
利
用
に
よ
る
模
型
動

物
園
の
建
設
な
ど
学
園
都
市
の

基
礎
づ
く
り
、
ま
た
、
水
害
の

最
大
の
原
因
と
な
つ
た
旧
十
川

松
野
木
川
、
天
神
川
の
改
修
、
 

飯
詰
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
、
農

業
水
利
事
業
の
促
進
な
ど
農
業

振
興
対
策
．
さ
ら
に
は
商
工
業

の
振
興
と
雇
用
の
促
進
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

今
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
根
幹
に
枝
葉
を
つ
け

て
、
う
つ
そ
う
と
大
空
に
向
つ

て
繁
る
五
所
川
原
市
の
建
設
に

皆
さ
ん
と
と
も
に
手
を
携
え
て

進
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

何
卒
、
旧
に
倍
す
る
ご
協
力

と
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

市
教
育
委
員
会
主

催
の
市
成
人
式
は
、
 

成
人
の
日
の
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
、
市

民
文
化
会
館
ホ

ー
ル

で
、
対
象
者
九
百
入

十
一
名
の
う
ち
五
百

十
八
名
が
出
席
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
は
、
永
井
教
育

長
の
式
辞
、
小
野
教

育
委
員
長
の
記
念
品

贈
呈
、
佐
々
木
市
長

祝
辞
の
あ
と
、
市
内

梅
田
の
佐
藤
七
代
さ

ん
が
新
成
人
を
代
表

し
て

「
成
人
式
を
迎

え
て
」
と
題
し
た
感

想
文
を
読
み
ま
し
た
 

そ
の
後
笹
森
議
長
の
音
頭
で

万
歳
三
唱
、
全
員
で
 

「
若
い
力
を
」
斉
唱

感
想
文
入
選
者
佐
藤

七
代
さ
ん
お
よ
び
市

内
湊
の
小
野
ふ
み
え

さ
ん
を
表
彰
し
て
式

を
閉
じ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
県
立
弘

前
中
央
高
等
学
校
長
 

（
元
・
五
所
川
原
高

等
学
校
長
）
市
田
正

治
先
生
の
記
念
講
演
 
 

第

一
中
学
校
O
Bプ
ラ
ス
パ
ン

ド
の
演
奏
が
あ
つ
て
行
事
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
 

な
お
、
出
席
成
人
全
員
に
佐

々
木
市
長
の
筆
に
よ
る
「
宜
家

室
善
国
人
」
 
（家
室
に
よ
ろ
し

く
国
人
よ
し
）
つ
ま
り
、
 一
家

が
仲
よ
く
世
の
中
の
人
に
も
礼

儀
を
忘
れ
な
い
こ
と
は
、
社
会

人
と
し
て
も
立
派
で
あ
る
と
い

う
意
味
の
手
拭
い
を
贈
り
ま
し

た
。
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②
 
学
 

校
給

食
セ
ン

タ
ー
 

全
国

に
紹

介

さ
れ

る
 

市 内歳末助け合い募金 
市
立
学
校
給
食

セ

ン
タ
ー
は
市

内
全
小

中
学
校
約
一

万
名
を

対
象

に
、
昨
年
九
月

十
日
か
ら

操
業
し

て

い
ま
し
た
が
、
そ
の

設
備
、

機
構
が

素
晴

ら
し

い
と
い
う
こ
と

で
、
東
京
の
柴

田
書

店
が
発

行
す
る
「
月

刊
給
食
」
十
二

月
号

に
、
大

々
的
に
全
国

に
紹
介
さ

れ
ま
し

た

同
誌
は

A
四
判
百

五
十
頁

の
立
派
な
も

の
で
す
が
、

同
誌
の

尾
崎
記
者
が

撮
影
し
 

た
五
十
枚

の
写
真
を
 

五
頁

か
ら
十
五
頁

ま

＼
い
 

で
使
つ

て
そ
の
偉
容
を

詳
し
く
 

昨
年

十
月
一
日
か
ら

は
じ
ま

つ
た
今
年
度
の
共

同
募
金
運
動

と
、
十
二
月
一
日
か
ら
は
じ
ま

つ
た
歳
末
助
け
合
い

運
動
は
、
 

市
内
の
、

社
会
福

祉
協
議
会
、
 

老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、

民
生
児

童
委
員

連
絡
協
議
会
、

婦
人
連

絡
協
議
会
、

青
年
団
協

議
会
、
 

町
内
会
連
合
会
、

身
体
障
害

者

福
祉

会
、
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
 

白生会胃腸病院

ち ど り 舞踊会

裏千家 青年会

寺 町 岩 木 町 

50.000 
46.024 
18・220 
12.980 	~ 

中平井町町内会

前田野目小児童会

トョタ 営業所一同

まつしま保育園一同 

3.000 
2.881 
2・680 
2・500 

田町・関 喜代雄 	7・200 平和町 町内会 2・000 
五所川 原 芸 協、6.800 鎌谷町 町内 会 2.000 
一中 一年生徒会 5.083I 平井町 町内会 I .000 
一中 母 の 会 5.000 新宮末広町町内会 1・000 
た ん 吉 一 同 5.000 中平井町 工藤金造 1 .000 
泉谷正志 市 議 5.000 T. 	K. 1.000 
土木事務所一同 4・102 弘前相互銀行 A レ000 
沖飯詰小学校6年一同 3.330 湊・工藤睦子・真一 1.000 
市財政課 一同 3・000 岩木町・葛西利伊子．悦子．進一 

市婦人連絡協議会 3.000 860 
五所川原印刷協和会 3.000 長尾政五郎 砂 	糖 30袋 

市 議 員 一 同 3.000 太陽商事 ゴ ム 長 10足 

布屋町 町 内 会 3.000 松島町2丁日町内会歯プラシ他 

ご

協

力
あ
り
が

と

う
 

共
同
募
金
 
九
三
七
．
三
〇
九
円

助
け
合
い
 
一
一〇
五
ニ
ハ
六
〇
円
 

市政ニユース 

紹
介
し

て
い
ま
す
。
 

糾
 

糾
「
 

等
社
会

福
祉
社
会
教
育
団
体
関

係
者

の
熱
意
と
、

五
万
市
民
の

誠
意
が
、

見
出
し

の
よ
う
な
金

額
に
あ
ら

わ
れ
、
市
内
外
の
福

祉
施
設
の
方

々
に
、
明
る
い

お

正
月
を
た
の
し

ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

な
お
、
募
金
明
細
は
別
表
の

と
お
り
で

す
。
 

（たのしい給食、先を争つて手を洗う栄小のよい児たち） 

市 内 共 同 募 金 （2 月 1 日現在） 

街頭募金

山‘シ二’“夫
手をっなぐ
親 の 会 

七 	和 

長 	橋 

三 	好 

23. 100 

.1. AAO 
サ‘ tMO 

65. 7 00 
64. 580 
60. 650 

敷 島 町

布 屋 町

下平井町

川 端 町 

元 	町 

栄 	町 

18.200 
17.900 
15. 280 
15.210 
15.060 
14.950 

新宮末広町

末 広 町

千 鳥 町

弥 生 町 

東 	町 

十 川 町 

7. 500 
7.000 
6.480 
5.700 
5.290 
5.200 

藻 川

毘沙門

飯 詰

野 里

松野木

高 野 

小 

小 

小 

小 

小 

小 

1 .835 
1 .461 
1 .530 
1.375 
1.301 
1 .260 

栄 59.400 本 	町 14.200 成 田 町 4.270 梅 泉 小 1.065 
飯 詰 55.450 大 	町 14. 200 東 雲 町 3.200 一野坪 小 

松 島 51.840 さっき町 13. 750 田園調布 3.000 前田野目小 836 
中 川 44.900 新 	町 12'900 平 和 町 七ッ館 小 813 
毘 沙 門 33.800 錦 	町 12. 000 幾 島 町 ー 中 8.725 
梅 沢 32.330 柏 原 町 10. 300 雛 田 町 栄 中 3.191 
松 島 町 29. 100 上平井町 9.700 五 小 6.032 飯 詰 中 2.250 
田 町 27.000 小 	曲 9.500 南 小 4.640 三 好 中 2.167 
寺町岩木町 22. 450 平 井 町 9.360 栄 七 和 中 1 	950 
鎌 谷 町 20.250 中平井町 9.300 松 島 小 2.2 60 長 橋 中 1 .751 
旭 町 19.800 柳 	町 8.200 鶴ケ岡 小 2. 140 市 役 所 3.2 10 

今
年

は
暖
か
い

冬
で
す
が
、
 

二
月
は
一
年

の
う
ち
で
一
番
寒

い
時
で
す
。
 こ
た
つ
や
ス
ト

ー
 

プ
を
囲
ん
で
家
族
が
う
ち
く
「
一

ろ
い
で

談
笑
し
な
が
ら

一
家
団

ら
ん
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
む
家

庭
も
多

い
こ
と
で
し

よ
5
。
 

毎
月
第
三
日
曜
日

は
家
庭
の
日
で
す
。
 

家
庭

の
日
に
は
公
的

に
も
私
的

に
も
行
事

を
や
ら
ず

一
家
団
ら

ん
の
機
会
を

つ
く
り

ま
し
よ
う
。
 

今月は 16日が家庭の日です 
IIIIIIIIIlIIIlIIJJ!IlpJIJItIJIIIJIlIIIIIIuIIIIIIIIflJjJIIIlIIJI IIJ 

家
庭
の

日
 

一
家
の
笑
顔
 

灯
を
囲

む
 

い
そ
が
し

い
父
も
 

輪
に
な
る
 

家
庭
の

日
 

タ
食
に
 

話
も
心
も
 

ま
ん
ま
る
く
 

こ
の
よ
う
な

一
家
団
ら
ん

の

光
景
は
一
見

極
め
て
あ
り
ふ
れ

た
も
の
の

よ
う
で
す
が
、
実
は

私
達
が
明
る
い
家
庭
生
活
を
営

ん
で
い
く
上

に
非
常
に
大
切
な

働
き
を
も
つ

も
の
な
の
で
す
。
 

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
は
ら

ん

だ
現
代
社
会
の
中
で
、
私
達
の

生
活

の
不
安
や
不
満
を
や
わ
ら

げ
、
憩
い
を
与
え
て
く
れ
る
の

は
，
や
は
り
家
庭
で
あ
り
、
家

庭
に
お
け
る
「
団
ら

ん
の
ひ
と

と
き
」
で
す
。
家
族
が

一
緒
に

く
つ
ろ
い
で

そ
の
日
の
出
来
事

な
ど
を
話
し
な
が
ら
過
ご
す
こ

と
は
、
 一
日
の
疲
れ
や
悩
み
を

い
や
す
と
と
も
に
、

明
日
の
活

動
の
源

と
も
な
り
ま
す
。
 

家
庭
と
い

う
生
活
場
面
は
、
 

私
達
に
残
さ
れ

た
極
め
て
貴
重

な
「
人
間
性
」
の
回
復

と
統
一

と
安
足

と
を
も
た
ら
す
場
で
す
 



、ノ
 

ス
 

ー
 レ

 
ン
 

，フ
 

ー
 オ

 
い
 

拾
 

ン
 

カ
 

、
●
、
 

。
 

ん
 

せ
 

ま
 

い
 

ま
 

、
 

ふ
U
 

＆
〕
 て

 
つ
 

拾
 

個
 

何
 

で
 

‘
ょ
 

る
 

自
“
 

ロ
J
 

の
 

鐘
 

／し
 

昨
春
か
ら
ゴ
ミ
・
ド
口
ー
掃

運
動
な
ど
ク
き
れ
い
な
街
づ
く

り
ク
を
宜
言
し
た
佐
々
木
市
長

は
、
旧
市
内
で
年
末
年
始
に
は

き
田
さ
れ
た
汚
物
が
約
百
ト
ン

あ
る
と
み
て
、
 一
月
六
日
か
ら

十
日
ま
で
市
役
所
の
機
動
力
→
 
 

①
吉
村
伸
（
大
町
）
 
①
間
山
順

治
（大
町
）
 
③
山
田
卓
司
（
湊
）
 

【
小
男
六
年
】
①
成
田
憲
昭
（
平

和
町
）
③
下
山
晃

一
（平
和
町
）
 

③
下
山
禎
（
平和
町
）
 【
小
女
】
 

①
和
田
久
子
（
湊
）
 
②
塩
見
陽

子
（
平
和
町
）
③
新
堀
祥
子
（
平

和
町
）
【
中男
〕
 
①
植
田
耕

一

郎
（
湊
）
②
工
藤
真
一
（湊
）
③対

馬
弘
明
（大
町
）
 
【中
女
】
 
①

三
上
敬
子
（
平
和町
）
 
③
新
岡

秀
子
（
湊
一
 ③
平
山
富
子
（
湊
）
 

◇
距
 
離
 

〔
小
男
四
年
】
 
①
平
山
譲
一
一

②
平
山
秀
直
 
③
平
山
雅
彦
 

【
小
男
五
年
］
 
①
吉
村
伸
 
②

山
田
卓
司
 
③
尾
崎
清
（
大
町
）
 

【
小
男
六
年
］
①
下
山
晃

一
 ③
 
 

下
山
禎
 
③
秋
元
良
夫
（大
町
）
 

【
小
女
】
 
①
渋
谷和
子
（野
崎
）
 

③
平
山
育
美
（
湊
）
 
③和
田
久

子
 
【中
男
一
年
】
 
①
平
山
幸

正
（
湊
）
 
②
村田
昭
（
野崎
）
 

③
小
笠
原
仁
（
大町
）
〔中
男
一
一

三
年
】
 
①
平
山宗
市
（
湊
）
 

③
柿
崎
孝
司
（湊
）
 ③
渋
谷
省

吾
（
野崎
）
【中
女
】
①
新
岡
秀
子

③
工
藤
た
え
子
（
野
崎
）
 
③
高

橋
え
み
子
（野
崎
）
 

◇
リ
 
レ
 l
 

【
小
男〕
①
平
和
町
 
②
大
町
 

③
湊
 
［小
女
】
 
①
野
崎
 
③
 

平
和
町
B
 
③
平
和
町
A
 

【
中
男
】
 
①
湊
 ②
大
町
 
③

平
和
町
B
 

新春特別清掃運動 
約 100トンの汚物を処理 

こ しい行 L一運清特新なか大 し動的集 4 
のた ま な を動掃別春・っ り がて 員に中を 

運
動
に
は
、
佐
々
木
市
長
、
岩

館
助
役
、
中
谷
収
入
役
、
小
山

内
消
防
署
副
長
、
石
井
連
合
町

内
会
長
も
吹
雪
の
中
を
街
頭
に

出
動
し
、
五
日
間
で
約
百
ト
ン

の
汚
物
を
処
理
し
効
果
を
あ
げ

ま
し
た
．
 

市政ニユース ⑧
 

市
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
本
部
お

よ
び
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連

合
会
主
催
、
市
ス
キ
ー
協
会
主

管
、
市
教
育
委
員
会
後
援
の
、
 

第
二
回
市
内
少
年

ス
キ
ー
大
会

は
、
 一
月
二
十
六
日
嘉
瀬
ス
ロ
 

ー
プ
で
、
平
和
町
、
大
町
、
湊

野
崎
な
ど
入
チ
ー
ム
、
九
十

一

名
の
児
童
、
生
徒
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

種
目
は
、
回
転
、
距
離
、
リ

レ
ー
の
三
種
目
で
し
た
が
、
幸

い
好
天
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
ゼ

ヅ
ケ
ン
に
、
 オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
選

手
気
取
り
、
平
和
町
ス
キ

ー
ス

ポ
ー
ッ
少
年
団

・
松
橋
正
樹
君
 

（
五
高

一
年
）
や
市
ス
キ
ー
協

会
員
の
模
範
競
技
の
あ
と
、
た

の
し
い
競
技
に
は
い
り
、
総
合

で
湊
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
佐
々

木
市
長
寄
贈
の
大
優
勝
旗
を
握

り
ま
し
た
が
、
二
位
大
町
、
三

位
は
平
和
町
で
し
た
。
 

な
お
、
各
種
目
の
優
勝
者
に

市
内
大
町
菊
池
新
聞
店
よ
り
、
 

読
売
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

社
の

メ
ダ
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

◇
回
 
転
 

［
小
男
四
年
】
 
①
平
山
雅
彦
 

（
湊
）
 ③
平
山
秀
直
（
大
町
）
③

平
山
譲
二
（湊
）
【
小
男
五
年
】
 

毎
週
日
曜
の
夜
、
茶
の
間
を

わ
か
し
て
い
る
、
N

・
H

・
K
 

人
気
番
組
「
天
と
地
と
」
は
、
 

川
中
島
の
合
戦
で
有
名
な
上
杉

謙
信
の
生
涯
を
、
戦
国
時
代
の

動
乱
を
背
景
に
、
海
音
寺
潮
五

郎
の
原
作
を
忠
実
に
追
つ
て
、
 

カ
ラ
ー
で
描
え
た
も
の
で
す
。
 

だ
が
、
単
な
る
合
戦
の
記
録

を
カ
ラ
フ
ル
な
絵
巻
物
に
せ
ず

前
半
は
幼
年
期
か
ら
青
年
期

へ

と
成
長
し
て
い
く
謙
信
の
興
味

あ
る
人
間
形
成
を
、
後
半
は
好

敵
手
武
田
信
玄
と
の
戦
い
を
ヤ

マ
場
に
、
動
乱
の
世
に
生
き
た

一
人
の
武
将
の
魂
を
、
波
乱
に

富
ん
だ
タ
ツ
チ
で
画
面
に
投
影

さ
せ
て
い
ま
す
。
 

時
代
は
十
六
世
紀
の
中
頃
、
 

朝
廷
を
は
じ
め
足
利
幕
府
の
旧

勢
力
が
そ
の
権
力
を
失
い
、
各

地
に
群
雄
が
割
拠
し
た
、
い
わ

ゆ
る
戦
国
時
代
で
す
。
 

越
後
守
護
代
・
長
尾
為
景
の

末
子
（
四
男
）
と
し
て
生
ま
れ

た
謙
信
は
幼
な
く
し
て
母
を
失

い
、
父
の
愛
情
を
受
け
る
こ
と
 
ー
 

も
少
な
く
孤
独
に
育
ち
ま
し
た

」
 

だ
が
、
武
将
と
し
て
の
天
性
の
、
い

資
質
に
恵
ま
れ
た
彼
は
、
宇
佐
編
 
 

美
定
行
、
鬼
小
島
弥
太
郎
ら
の

数
は
少
な
い
が
自
分
を
知
る
人

た
ち
に
助
け
ら
れ
、
長
ず
る
に

お
よ
ん
で
越
後
一
帯
の
争
乱
を

治
め
国
守
と
な
り
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
彼
の
さ
わ
や
か
な

心
情
と
果
敢
な
行
動
力
は
、
近

隣
諸
国
の
将
・
豪
族
の
敬
慕
を

集
め
、
つ
い
に
は
関
東
管
領
と

な
り
、
京
都
の
将
軍
さ
え
も
彼

を
頼
み
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
甲
州
に
は
、
天

下
に
そ
の
名
を
う
た
わ
れ
た
巨

将
武
田
信
玄
が
そ
の
勢
力
を
誇

つ
て
い
ま
し
た
。
 

信
玄
は
謙
信
と
は
正
反
対
に

常
に
慎
重
、
策
謀
的
で
、
隙
あ

れ
ば
近
隣
諸
国
を
切
り
取
り
、
 

天
下
に
号
令
し
よ
う
と
野
望
ル

燃
え
て
い
ま
し
た
。
 こ
の
二
つ

の
大
き
な
力
が
、
つ
い
に
川
中

島
で
対
決
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
 

と
く
に
、
敵
を
救
け
る
た
め

に
甲
州
に
塩
を
送
つ
た
謙
信
、
 

日
本
で
一
番
早
く
ビ
ロ
ー
ド
の

マ
ン
ト
を
着
た
謙
信
、
生
涯
妻

を
も
た
な
か
つ
た
謙
信
、
を
見

ま
し
よ
う
。
 

湊
に

優

勝

旗
 

市
内

少

年
ス
キ

ー
大

会
 



だが、一人残らずドシドシ入ってください 

市交通災害共済目標を突破 

④
 

消
火
協
力
者
」
ハ
名
を

表
彰
 

恒
例
消
防

出
ぞ

め

式
 

市政＝ユース 

市
消
防
団
（
鶴
谷
初
太
郎
団

長
）
恒
例
の
出
“て
め
式
は
、
 一

月
二
十
五
日
千
百
五
十
余
名
の

団
員
と
、
消
防
署
員
全
員
が
特

別
参
加
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

新
田
町
の
東
北
電
力
前
に
集

結
し
た
勇
み
肌
は
、
服
装
点
検

の
あ
と
分
列
行
進
に
移
り
、
西

北
中
央
病
院
前
で
佐
々
木
市
長

の
観
閲
を
受
け
、
本
町
を
中
心

に
放
水
演
習
、
さ
ら
に
市
民
文
 

化
会
館
前
で
は

第

一
副
分
団
長

鶴
谷
芳
松
さ
ん

の
指
揮
す
る
奴

振
り
と
木
遣
り

の
纏
振
り
が
行

な
わ
れ

一
昨
年

ト
ビ
職
・
左
官

板
金
工
な
ど
で

組
織
し
た
三
十

六
名
の
破
壊
消

防
団
と
共
に
市

民
の
注
目
を
浴

ぴ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
次
の

人
た
ち
を
、
昨

年
中
の
火
災
の

際
の
初
期
消
火
 

昨
年
四
月
一

日
、
県
内
八
市

で
発
足
し
た
県

交
通
災
害
共
済

は
、
現
在
三
十

市
町
村
約
九
万

名
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
 

各
市
町
村
が

加
入
募
集
目
標

を
達
成
す
る
と

総
勢
十
五
万
千

五
十
七
名
に
な

り
ま
す
が
、
当

市
は
、
さ
る
十
 

二
月
五
日
三
戸
郡
南
部
町
に
続

い
て
二
番
目
に
加
入
目
標
を
突

破
し
ま
し
た
。
 

当
市
の
加
入
目
標
は
、
昭
和

四
十
年
の
国
勢
調
査
人
ロ
の
十
 
 

活
動
協
力
者
と
し
て
表
彰
し
ま

し
た
．
 

北
岡
得
次
さ
ん
 
（
市
内
川
端

町
・
洋
服
仕
立
業

・
5
0才
）
、
 

葛
西
勇
三
郎
さ
ん
（
市
内
川
端

町
・
会
社
員

・
5
6才
）
、
渋
谷
慎

一
郎
さ
ん
 
（市
内
吹
畑

・
建
設

業

・
3
7才
）
、
 吉
田
信
行
さ
ん
 

（
木
造
町
越
水

・
農
業

・
2
4才
）
 

村
田
房
雄
さ
ん
 
（
木
造
町
芦
屋

農
業
・
2
1才
）
、
 長
内
示
さ
ん
 

（木
造
町
芦
屋
・
自
衛
隊
員
・
 

2
1才
）
 

五
％
の
七
千
百
十
五
名
で
し
た

が
、
昨
秋
市
当
局
お
よ
び
係
員

が
文
字
ど
お
り
精
力
的
に
町
内

会
・
部
落
会
・
事
業
所
に
出
向

い
て
、
共
済
制
度
の
座
談
会
を

開
い
た
労
と
、
関
係
者
の
理
解

が
功
を
奏
し
た
よ
う
で
す
。
 

加
入
者
の
中
に
は
、
 一
家
十

二
名
の
家
族
ぐ
る
み
や
、
百
名

を
越
す
保
育
園
、
町
内
会
、
そ

し
て
二
十
名
前
後
の
職
員
会
社

ぐ
る
み
な
ど
も
目
立
ち
、
三
月

末
日
ま
で
の
年
度
内
に
は
、
さ

ら
に
八
百
名
か
ら
千
名
程
度
の

加
入
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
事

務
局
で
は
、
五
万
市
民
一
名
残

ら
ず
加
入
す
る
ょ
う
希
望
し
て

い
ま
す
。
 

東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
に

あ
る
N
H
K
学

園
高
等
学
校

（
 

森
戸
辰
男
校
長
 

T
E
L
〇
四
一
一

五
ー
七
ニ
ー
三

一
五
一
）
 
では

昭
和
四
十
四
年

度
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
 

募
集
人
員
は
普

通
科

（
通
信
制
 

課
程
）
 
六千
五
百
名
で
、
二
月

二
十
日
か
ら
三
月
三
十
日
ま
で

願
書
を
受
付
け
ま
す
。
 

応
募
資
格
は
、
性
別
、
年
令

の
制
限
が
な
く
、
中
学
校
卒
業

者
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
本

年
三
月
中
学
校
卒
業
見
込
み
の

人
で
す
。
 

全
国
ど
こ
か
ら
て
も
 

N
H
K
学
園
高
校
は
全
国
を

一
学
区
と
す
る
通
信
教
育
に
よ

る
高
校
で
、
働
き
な
が
ら
学
べ

る
高
校
で
す
レ
本
校
及
び
各
都

道
府
県
に

ー
か
所
以
上
、
全
国

に
七
十
五
か
所
の
ス
ク
リ
ー
ン

グ
（
面
接
指
導
）
会
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
日
本
中
ど
こ
か
ら

で
も
入
学
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
就
職
や
転
職
の
た
め

住
所
が
変
つ
て
も
、
面
倒
な
手

続
き
の
必
要
も
な
く
そ
の
ま
ま

勉
強
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
 

働
き
な
が
ら
大
学
へ
 

次
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
各

科
目
の
試
験
に
合
格
す
れ
ぱ
単

位
が
認
定
さ
れ
、
効
き
な
が
ら

四
年
間
で
高
校
卒
業
と
、
大
学

受
験
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

自
宅
学
習
ー
教
科
書
・
学
習

書

・
N
H
K
通
信
高
校
講
座
の

放
送
番
組
を
利
用
し
て
自
宅
で

勉
強
し
ま
す
。
 

リ
ポ
ー
ト

ー
与
え
ら
れ
た
課

題
に
つ
い
て
学
習
の
成
果
を
ま

と
め
、
本
校
に
提
出
し
添
削
指

導
を
受
け
ま
す
。
 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
ー
月
に
一
回

程
度
日
曜
日
に
全
国
各
地
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
会
場
で
援
業
を
受

け
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
ス
ク
 

ー
リ
ン
グ
に
出
席
し
に
く
い
人
 
 

の
た
め
に
四
泊
五
日
程
度
の
合

宿
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
全
国
八
地

区
で
年
二
回
ほ
ど
開
か
れ
ま
す
 

学
費
が
も
っ
と
も
少
な
い
 

学
費
は
授
業
料

・
教
科
書
・

学
習
書
代
金
な
ど
い
つ
さ
い
を

含
め
て
年
間
六
千
円
（
二
年
次

以
降
は
四
千
五
百
円
程
度
）
で

す
の
で
、
こ
れ
を

ー
か
月
当
り

に
考
え
て
み
る
と
授
業
料
だ
け

で
八
十
円
、
す
べ
て
含
め
て
も

五
百
円
位
だ
け
で
す
。
 

こ
の
高
校
は
六
年
前
に
設
立
し

二
回
に
わ
た
つ
て
三
千
七
百
余

名
が
卒
業
し
、
本
年
三
月
に
も

二
千
名
が
卒
業
の
見
込
み
で
す

く
わ
し
い
こ
と
は
『
入
学案
内
』
 

を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
 

「
入
学
案
内
」
は
二
十
五
円

切
手
同
封
の
上
、
こ
の
高
校
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

耕
地
事
業
の
計
画

申
請

書
を
出
し

て
く
だ
さ
い
 

昭
和
四
十
四
年
度
に
、
つ
ぎ

の
事
業
種
目
に
よ
る
、
農
業
用

施
設
の
耕
地
事
業
を
実
施
す
る

希
望
者
は
、
二
月
二
十
日
ま
で

市
農
林
商
工
課
土
地
改
良
係
に

計
画
申
請
書
を
出
し
て
下
さ
い

用
紙
は
同
係
に
あ
り
ま
す
。
 

事
業
種
目
と
は
農
道
施
設
事

業
（
補
修

・
新
設
・
改
良
・
橋

梁
・
暗
渠

・
護
岸
工
事

・
そ
の

他
）
と
用
排
水
施
設

（
頭
首工

溜
池
・
分
水
工
・
水
門
・
掛
樋

用
排
水
路
新
設
・
改
良
・
そ
の

他
）
と
災
害
応
急
工
事
、
そ
の

他
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

身
障
者

相
談
員
に

松
本
一
男
さ

ん
 

一
昨
年
十

一
月
二
日
に
で
き

た
制
度
に
よ
り
、
県
か
ら
今
ま

で
、
市
内
旭
町
の
山
谷
満
広
さ

ん
（
市身
体
障
害
者
福
祉
会
長
）
 

と
、
市
内
鶴
ケ
岡
の
川
浪
一
雄

さ
ん
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
，
今
回
更
に
市
内

川
端
町
の
松
本
一
男
さ
ん
（
市

役
所
保
健
衛
生
課
勤
務
）
が
増

員
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

（出稼ぎ団員があつても、市消防団は健在です） 

6.500名の広き門 

働 き な が ら学 ぶ 

NHK学園高等学校生徒募集 



糾
 

、I
ノ
 釦

m
 

〈ぐ
曹
（一
 

高血圧の人へのアドバイス 

としよ り 0万令水という 不安や興奮は極力おさ 
が冷水厭擦などは巌禁。 え、 くよくよしむいで 
：窒内の保温に注意する。 おおらかむ気持ちで。 

～リノ , 	、 

ま鳶れぬうちに、」息匂］れ
を！眠じぬうちにやめる
程度の軽い運動を． 

肥満は大敵。 食塩や馴, 
”勿」生脂I方はとりすぎ“ 
いように． 

は
た
ら
く
こ
と
の
 

意
味
を
考
え
 

仕
事
を
と
お
し
て
 

世
の
中
に
 

役
立
つ
人
に
な
る
 

市
で
は
一
月
十
日
市
民
文
化

会
館
に
市
内
の
働
く
少
年
少
女

を
集
め
 
「
お
手
伝い
少
年
を
励
 

一
年
お
き
の
流
行
傾
向
に
よ

り
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
年
だ
そ
う
で
す
。
 

昨
秋
か
ら
流
行
し
は
じ
め
た
 

A
香
港
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
尾
を
ひ
い

て
、
ま
だ
か
ぜ
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
は
推
定
11
1
 

百
万
人
も
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す

平
均
日
本
人
な
ら
一
年
に
11一
 

ー
四
回
は
か
ぜ
に
か
か
る
、
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
ポ
ピ

ュ
デ
ー
な

病
気
で
す
が
、
昨
年
末
の
全
国

の
集
計
に
よ
る
と
、
患
者
は
十

一
万
余
人
に
達
し
、
学
校
、
保

育
所
な
ど
の
休
校
、
閉
鎖
は
お

よ
そ
千
四
百
校
に

の
ぼ
り
、
最

近
ま
た
ま
た
急
増
し
て
い
ま
す

が
、
ピ

ー
ク
に
は
患
者
数
が
四

十
万
人
に
達
す
る
お
そ
れ
も
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
昨
年
末
ま
で
に
全
国

学
童
の
九
十
％
に
予
防
接
種
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
も
効
果
が
あ
る
の

は
二

・
三
週
間
後
で
あ
り
、
流

行
期
に
は
い
つ
た
現
在
で
は
あ

ま
り
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
 

』

⑤
  

出
か
ら
帰
つ
た
ら
ウ
ガ
イ
や
手

ク
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
ク
外
 

洗
い
を
す
る
こ
と
、
屋
外
で
は
 
 

ま
す
会
」
を
開
き
ま

し
た
。
 

新
聞
・
牛
乳

・
ヤ

ク
ル
‘
トな
ど
を
配
達

し
て
、
家
計
費
や
学

費
に
充
て
た
り
、
積

極
的
に
家
事
の
手
伝

い
を
し
て
い
る
児
童

生
徒
、
市
内
で
百
五

十
八
人
の
う
ち
、
こ

の
日
八
十

一
人
が
出

席
、
市
立
七
和
高
校

の
柳
原
繁
美
君
が
代
 

表
し
て
「
は
た
ら
く

こ
と
の
意
味
を
考
え
 

仕
事
を
と
お
し
て
世
の
中
に
役

立
つ
人
に
な
り
ま
す
」
と
誓
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
佐
々
木
市
長
と
永
井

教
ガ
長
は

「
功
く
こ
と
に
自
信

と
跨
り
を
持
つ
て
、
困
難
に
打

ち
勝
つ
て
ほ
し
い
」
と
記
念
の

ポ
ー
ル
ペ
ン

を
贈
り
励
ま
し
ま

し
た
。
 

マ
ス
ク
を
か
け
る
こ
と
、
屋
内

で
は
水
蒸
気
を
た
て
る
こ
と
、
 

な
る
べ
く
人
ご
み
に
出
な
い
こ

と
、
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
栄
養

偏
重
を
さ
け
栄
養
や
ビ
タ
ミ
ソ

を
と
り
体
力
を
つ
け
る
こ
と
、
 

朝
昼
晩
の
気
温
の
変
化
に
注
意

し
衣
類
の
き
が
え
を
こ
ま
め
に

し
、
薄
着

の
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
、
乾
布
ま
さ
つ
で
皮
膚
を
強

く
す
る
こ
と
、
ノ
ド
の
粘
膜
を

刺
激
す
る
煙
草
を
節
煙
す
る
こ

と
、
日
光
浴
を
す
る
こ
と
な
ど

必
ら
ず
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。
 

定
期

的

に
 

血
圧
測
定
を
 

「
血
圧
が
高
い
」
と
か
「
低

い
か
ら
大
丈
夫
だ
」
と
か
よ
く

い
わ
れ
ま
す
が
、
血
圧
と
い
  」
、
ノ

も
の
は
非
常
に
変
動
し
や
す
い

の
で
、
 一
度
だ
け
の
測
定
結
果

を
信
ず
る
の
は
危
険
で
す
。
 ま

た
血
圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状

も
な
く
日
常
生
活
に
何
の
支
障

の
な
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す

一
年
に
何
度
か
定
期
的
に
測
定

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
し
、
高

血
圧
は
、
正
し
い
治
療
を
怠
る

と
、
心
臓

・
脳
・
腎
臓
な
ど
に

余
病
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

血
圧
と
は
ど
ん
な
も
の
か
 

心
臓
は
一
定
間
隔
で
収
縮
と

拡
張
と
い
う
運
動
を
く
り
か
え

し
て
血
液
を
身
体
に
送
り
出
し

ま
す
が
、
血
圧
と
は
こ
の
血
液

を
送
り
出
す
と
き
の
圧
力
で
す

ま
た
、
心
臓
が
収
縮
す
る
と
き

に
最
大
血
圧
と
な
り
、
拡
張
す

る
と
き
に
最
小
血
圧
と
な
り
ま

す
が
、
最
大
血
圧
百
四
十
未
満

最
小
血
圧
九
十
未
満
の
も
の
が

正
常
血
圧
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
．
 血

圧
を
左
右
す
る
因
子
 

血
圧
は
健
康
な
人
で
も
、
立

つ
た
と
き
と
坐
つ
た
と
き
、
冬

と
夏
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
状
況
に

よ
つ
て
刻
々
変
化
す
る
も
の
で

運
動
後
、
食
後
、
緊
張
し
た
と

き
、
寒
い
と
き
な
ど
に
は
血
圧

は
上
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た

腎
臓
や
副
腎
な
ど
の
病
気
が
高

血
圧
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
両
親
が
高
血

圧
の
場
合
六
割
に
、
片
親
だ
け

が
高
血
圧
の
場
合
で
も
三
割
に
 
 

汎
伝
ー

る
と
い
わ
れ
ま
す
の
で

近
親
者

に
高
血
圧
の
人
が
あ
る

よ
う
な
人

は
特
に
注
意
を
払
い

自
分

の
血
圧
の
値
を
知
る
と
同

時
に
喋

境
や
食
生
活
の
影
響
を

よ
く
”
、
で
て
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
全
国
的
に

血
液
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
手

術
が
で
き
ず
、
血
液

の
集
ま
る
の
を
待
つ

て
い
る
あ
り
さ
ま
で

す
。
 ベ
ッ
ト
で
ジ

ー
 

ソ
と
待
つ
て
い
る
思

者
さ
ん
に
、
あ
な
た
 

の
健
康
な
血
液
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
 

児

r
は
一
日
に
三
十
リ
ッ
ト
 

n
、
 
‘人
二
百
一
献
血
す
る
と
 

ー
ー
，
旬
日
百
九
十
人
も
の
血

液
ケ
必
嬰

と
し
ま
す
。
一
人
で
 

t
、
く
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ

り
あ
な
た

の
ご
援
助
と
、
お
知

り
n
い
へ
の
呼
び
か
け
を
お
願

い
L
ナ
（
。
 

あ
な
た
の
た

め
に
献
血
を

輸
血
を

必
要
と
す
る
人
の
た

め
r
旭
償
で
血
液
を
提
出
す
る

助
1
1n
い
の
精
神
、
そ
れ
が
献

面

P
！ー
U
献
血
を
し
た
あ
な
た

が
1
1半
に
し

て
輸
血
が
必
要
に

な
つ
た

と
き
、
あ
な
た
に
は
優

先
的
に
輸
血
さ
れ
ま
す
．
献
血

は
、
人
を

救
う
ば
か
り
で
な
く

あ
な
た
自

身
も
救
わ
れ
ま
す
。
 

賛
の
血
で
再
び
灯

る
命
の
灯

争
術

に
は
、

一
人
当
り
二
百

？
採
山
し
た
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
人
数

の
血
液
が
必
要
で
す

心
臓
ヒ

人
分
、
胃
潰
ょ
う
十

一
人
分
、
肺
十
四
人
分
、
胃
ガ

ソ
，
J十
四
人
分
、
人
工
心
肺
三

十
人
分
。
 

暑
い
夏
で

も
寒
い
冬
で
も
、
 

街
で
も
川
舎
で
も
血
液
は
必
要

で
．ー
ー
千
人
に
六
人
は
い
る
と

い
わ
れ
る

心
臓
病
の
子
ど
も
達

年
毎
に
ふ

え
る
ガ
ン
患
者
も
、
 

み
ん
な
血

液
を
求
め
て
い
る
人

連
で
す
。
 

健
風
の
喜
び

を
深
め
、
意
義

あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
も
、
 

紙
生
」
、

進
学
，
成
人
式
、
結

婚
，
免
許
取
得
な
ど
の
記
念
日

に
、
眺
康

な
血
液
を
献
血
し
て

く
だ
さ

い
．
ま
た
、
ふ
だ
ん
か

ら
血
液
型

を
調
べ
て
お
い
て
、
 

万
一
の
場

合
の
輸
血
に
備
え
て

く
だ
さ
い
。
 

市政ニユース 

新聞・牛乳配達ごくろうさん 

に1 と
市
艮
）
 

ト
ー
 

し
よ
 い

 
な
 

し
 

rー
 

‘
【
 

欠
 

亥
 

遅
 

を
 

校
 

叫
！
 

ノ
ー
 

日
本
人
は
年
四
回
か
ぜ

を
ひ
き
ま
す
 

ま
た
、
か
ぜ
が
流
行
し

て
い
ま
す
 

今ひとつの生命が、あなたの

献血で救われています 
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人権を守って明るいよい社会 

い
う
ま
で
も
な
く

人
間
の
尊
さ
と
平
等

の
権
利
を
尊
重
す
る

こ
と
は
世
界
平
和
の

基
礎
で
あ
り
、
市
民

的
権
利
と
政
治
的
権

利
等
は
世
界
の
す
べ

て
の
人
々
や
国
が
果

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
共
通
の
基
準
で
あ

り
ま
す
。
 

わ
が
国
で
も
世
界

人
権
宣
言
や
日
本
国

憲
法
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
が
中
心
 

と
な
り
全
国
的
な

い
ろ
い
ろ
な

行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

人
権
と
基
本
的
自
由
は
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
お
互
い
に
相
手
の
権

利
と
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
初
め
て
実
現
さ
れ
ま
す

私
た
ち
国
民
の

一
人
一
人
が

自
分
自
身
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
 

「
生
命
、
身
体
の
尊
重
」
た
と

え
ば
、
体
罰
、
私
的
制
裁
、
身

体
の
不
当
拘
東
な
ど
、
更
に
は

公
害
・
交
通
災
害
な
ど
に
よ
る

生
命
、
身
体
に
対
す
る
浸
害
間

題
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
反

省
し
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
あ
つ
て
、
よ
り
よ
い
住
み
よ

い
社
会
を
創
る
た
め
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
基
本
的
人
権
は
侵
す

こ
と
の
出
来
な
い
永
久
の
権
利

で
あ
り
ま
す
。
 お
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
あ
つ
て
、
こ
の
世
の

中
に
一
人
の
し
い
た
げ
ら
れ
る

者
が
な
く
な
つ
て
こ
そ
、
は
じ

め
て
理
想
の
国
家
で
あ
り
、
社

会
で
あ
り
ま
す
。
 

法
務
局
や
人
権
擁
護
委
員

の

方
々
は
、
国
民
の
人
権
を
守
る

た
め
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
、
 

救
済
、
情
報
集
収
を
し
て
い
る

ほ
か
、
日
常
国
民
の
法
律
生
活

に
関
す
る
道
案
内
役
と
し
て
無

料
人
権
相
談
を
取
扱
つ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
申

し
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
つ
ぎ
の
方
A
で
す
。
 

阿
部
芳
五
郎
（
原
子
）
、
福

士
行
男
 
（
旭
町
）
、
平
山
ス
ユ
 

（
布
尾
町
）
、
 
尾
崎
正
雄

（
田

町
）
、
原
定
五
郎
（
新
宮
）
、
土

岐
弐
郎
（
野
里
）
、
 伊
藤
角
右

衛
門
（
太
刀
打
）
、
鹿
内
恭
大

郎
（
広
田
）
、
一
戸
竜
雄
（
藻

川
）
 

平
和

な
家
庭
 

明
る
い

社
会
 

二
十
周
年
を
迎
え
 

た
家

庭
裁
判
所
 

わ
が
国
に
家
庭
裁
判
所
が
で

き
て
か
ら
二
十
年
に
な
り
ま
す

家
庭
裁
判
所
は
、
こ
の
間
、
審

判
や
調
停
を
と
お
し
て
、
家
庭

や
親
族
の
間
に
起
き
た
い
ろ
い

ろ
の
問
題
を
解
決
し
、
ま
た
、
 

非
行
少
年
に
対
し
て
再
び
あ
や

ま
ち
を
お
か
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
保
護
の
措
置
を
講
じ
、
家

庭
の
平
和
を
守
り
、
少
年
の
健

全
な
育
成
を
は
か
る
た
め
に
、
 

た
ゆ
み
な
い
努
力
を
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
。
 

家
庭
裁
判
所
は
大
き
く
分
け

て
、
家
庭
の
問
題
を
扱
う
家
事

部
と
非
行
少
年
の
問
題
を
扱
う

少
年
部
が
あ
り
ま
す
が
、
ニ
れ

ら
は
ど
ん
な
理
想
や
目
的
を
も

つ
て
生
ま
れ
、
ど
ん
な
歴
史
を

経
て
今
日
に
い
た
つ
て
い
る
か

簡
単
に
ふ
れ
て
み
ま
す
。
 

戦
前
の
い
わ
ゆ
る
旧
民
法
の

も
と
で
は
、
家
庭
内
の
い
ろ
い

ろ
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
親
族

会
、
区
裁
判
所
あ
る
い
は
地
方

裁
判
所
が
関
与
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
し
た
。
 し
か
し
、
法

律
が
家
族
制
度
を
守
る
た
て
ま

え
に
な
つ
て
い
た
た
め
、
家
庭

の
問
題
も
家
中
心
に
考
え
ら
れ

家
族
の
し
あ
わ
せ
が
十
分
考
慮

さ
れ
な
い
き
ら
い
が
あ
り
ま
し

た
。
 ま
た
、
 夫
婦
間
の
問
題
や

相
続
に
関
す
る
家
庭
内
の
も
め

事
も
、
多
く
の
場
合
普
通
の
裁

判
所
で
訴
訟
と
い
う
形
で
審
理

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 し
か
し
訴

訟
で
は
夫
婦
や
親
子
な
ど
が
公

開
の
法
廷
で
、
原
告
・
被
告
に

分
か
れ
て
争
う
こ
と
に
な
り
、
 

ま
た
、
家
庭
内
や
一
身
上
の
秘
 
 

密
が
世
間
に
知
れ
わ
た
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
訴
訟

に
よ
つ
て
法
律
で
割
り
切
つ
て

し
ま
う
よ
り
は
、
各
家
庭
の
実

情
に
即
し
た
解
決
が
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
し
く
み
が
適
当
で
あ

り
ま
す
。
 

そ
し
て
早
く
か
ら
、
 こ
の
よ

う
な
家
庭
内
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
専
門
に
取
り
扱
う

裁
判
所
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
手
続
き
の
も
と
に
処

理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
二
十
三
年
に
な
つ
て

個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的

平
等
を
た
て
ま
え
と
す
る
改
正

民
法
の
も
と
に
、
家
庭
の
平
和

と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
の
維

持
を
は
か
る
二
と
を
目
的
と
し

て
、
家
事
審
判
、
家
事
調
停
の

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 こ

れ
を
取
り
扱
う
家
事
審
判
所
は

従
来
の
戸
主
や
親
族
会
に
代
わ

つ
て
家
庭
に
対
す
る
後
見
的
な

役
割
り
を
果
た
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

一
方
、
罪
を
犯
し
た
少
年
に

つ
い
て
は
、
昔
は
お
と
な
と
区

別
な
く
死
刊
や
懲
役
な
ど
の
刑

罪
を
う
け
て
い
ま
し
た
が
、
成

長
の
途
上
に
あ
り
、
ま
だ
も
の

の
道
理
を
十
分
に
わ
き
ま
え
て

い
な
い
少
年
が
た
と
え
罪
を
犯

し
た
と
し
て
も
、
お
と
な
と
同

じ
よ
う
に
処
罰
し
、
そ
の
ら
く

印
の
も
と
で
前
途
あ
る
将
来
を

過
ご
さ
せ
る
こ
と
が
正
し
い
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
人
道

的
な
立
場
か
ら
も
た
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
、
少
年
を
お
と

な
と
同
じ
刑
務
所
に
入
れ
る
と

か
え
つ
て
悪
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
反
省
さ
れ
、
結
局
は
、
 

罰
を
犯
し
た
少
年
に
対
し
て
は

罰
す
る
こ
と
よ
り
も
、
社
会
人

と
し
て
立
派
に
生
活
で
き
る
よ
 

5
教
育
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
5
考
え
が
広
ま
つ
て
き
ま

し
た
。
 そ
し
て
、
お
と
な
の
犯

罪
者
と
は
別
の
裁
判
所
で
別
の

手
続
き
の
も
と
に
教
育
的
な
措

置
を
と
る
と
い
う
方
式
が
と
ら

れ
る
よ
う
に
な
つ
て
来
た
の
で
 
 

す
。
 わ
が
国
で
は
、
大
正
十
一
一

年
に
最
初
の
少
年
法
が
で
き
、
 

そ
の
機
関
と
し
て
少
年
審
判
所

が
設
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
裁
判
所
で
な
く
、
い
わ
ば

行
政
機
関
の
一
種
で
し
た
。
し

か
し
、
少
年
審
判
所
の
し
ご
と

は
裁
判
所
が
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
家

事
審
判
所
と
少
年
審
判
所
と
を

合
わ
せ
た
家
庭
裁
判
所
が
で
き

た
の
で
す
．
そ
れ
が
今
か
ら
一
一

十
年
前
の
昭
和
二
十
四
年
一
月

一
日
で
あ
つ
た
の
で
す
c
 

家
庭
裁
判
所
は
、
家
庭
や
個

人
の
秘
密
を
固
く
守
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
審
理
は
非

公
開
で
厳
正
に
然
も
和
や
か
な

雰
囲
気
の
う
ち
に
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
理
が
終

つ
た
あ
と
で
も
、
い
ろ
い
ろ
の

面
倒
を
み
て
い
ま
す
。
例
え
ば

審
判
や
調
停
で
決
め
ら
れ
た
事

が
守
ら
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の

約
東
を
実
行
す
る
よ
り
勧
告
し

た
り
、
お
金
の
支
払
い
の
取
次

ぎ
を
す
る
こ
と
ま
で
配
慮
し
て

い
ま
す
。
 

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
、
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
す

す
ん
で
家
庭
栽
判
所
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
 

国
民
健
康
保
険

メ
モ
 

住
民
登
録
に
よ
つ
て
国
民
健

康
保
険
の
資
格
が
発
生
消
減
し

ま
す
か
ら
、
移
動
の
際
は
必
ら

ず
被
保
険
者
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
 

被
扶
養
者
保
険

（
他社
保
）
 

の
加
入
離
脱
に
よ
つ
て
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
が
発
生
消
滅

し
た
際
は
、
十
日
以
内
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。
 

整
骨
院
等
医
師
の
同
意
に
よ

つ
て
施
療
し
た
際
は
、
療
養
者

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
動
車
事
故
等
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
発
生
の
際
は
届
出

て
く
だ
さ
い
。
 

長
期
の
旅
行
や
就
学
の
た
め

他
市
町
村
に
移
動
す
る
際
は
、
 

本
人
分
の
保
険
証
を
発
行
し
ま

す
か
ら
届
出
て
く
だ
さ
い
。
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就学通知書が届かない際はご連絡を 

民
協
会
長
に
小
山
田
さ

ん
 

！
 

民
生
児
童
委

員
き

ま
る
 

⑦ 	 市政ニユース 

今
ま
で
の
民
生
児
童
委
員
は

昨
年
十
一
月
三
十
日
で
任
期
満

了
し
ま
し
た
の
で
全
国
一
斉
に

県
知
事
の
新
し
い
推
薦
に
よ
り

三
年
間
の
市
民
の
相
談
相
手
と

し
て
十
二
月
一
日
付
で
厚
生
大

臣
か
ら

つ
ぎ
の
と
お
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
 

総
員
九
十
名
で
、
地
区
別
で

は
五
所
川
原
三
十
名
、
松
島
九

名
、
飯
詰
七
名
，
栄
六
名
、
長

橋
九
名
、
七
和
八
名
、
梅
沢
1
1
1
 

名
、
中
川
七
名
、
三
好
六
名
、
 

毘
沙
門
五
名
。
男
女
別
で
は
男

子
七
十
五
名
、
婦
人
十
五
名
。
 

新
再
別
で
は
、
新
任
二
十
名

再
任
七
十
名
。
平
均
年
令
は
五

十
一
・
五
才
で

す
。
 

外
崎
源
次
郎
（
旭
町
）
、
成
田

長
吉
（
敷
島
町
）
、
岩
谷
勇
（
雛

田
東
雲
町
）
、
山
川
勝
夫
r
平
井

町
）
、
気
田
勝
治

（
上
平
井
町
）
 

工
藤
金
造
（
中
平
井
町
）
、
斎
藤

長
三
郎
（
下
平
井
町
）
、
藤
田
留

作

（
さ
つ
き
町
）
、
 前
田
つ
な
 

（
十
川
町
）
、
坂
本
憲
泰
（
錦
町
）
 

小
野
キ
ャ
ウ
子
 （
幾
島
町
柏
原

町
）
、
小
山
田
鳳
隆
（
新
宮
末
広

町
）
、
成
田
ト
ミ
ユ
 （
小
曲
）
、
 

石
田
タ
ケ
（
栄
町
）
、
川
村
篤
代
 

（
田
町
）
、
木
村
隆
太
郎
（
新
町
）
 

寺
田
清
（
鎌
谷
町
田
園
調
布
）
、
 

斎
藤
き
よ
（
元
町
）
、
 飛
島
泰
 

（
柳
町
）
、
鶴
谷
ヤ
ナ
 
（
布
屋
町

弥
生
町
）
、
 伊
香
常
雄
（
本
町
）
 

毛
内
金
次
郎
（
川
端
町
）
、
田
中

文
蔵
（
寺
町
岩
木
町
）
，
石
井
柾

次
郎
（
大
町
東
町
）
、
坂
本
栄
三
 

（
平
和
町
6
0号
、
 一
、
二
、
三

四
、
五
、
十
、
十
一
区
）
、
 鳴

海
縫
（
平
和
町
木
造
七
号
、
六

七
、
八
、
九
区
）
、
 小
田
桐
七

郎
（
千
鳥
町
）
、
寺
田
正
栄

（
松

島
町
）
、
寺
田
ま
つ
（
松
島
町
石

岡
）
、
木
村
昂
悦

（松
島
町
）
、
 

佐
藤
甚
一
（
米
田
吹
畑
）
、
山
形

豊
太
郎
（
桃
崎
太
刀
打
）
、
湊
谷

辰
五
郎
（漆
川
）
、
高
橋
豊
次
郎
 

（金
山
）
、
高
橋
亀
太
郎

（
悪
戸

田
中
宮
田
）
、高
橋
勝
四
郎
（
唐

笠
柳
末
広
）
、
小
田
桐
助
勝
（
水

野
尾
富
桝
）
、
 小
野
武

（
石
畑

一
野
坪
）
．
永
沢
定
義
（
前
落
中

村
）
、
 中
谷
甚

一
、
三
浦
一
正

前
田
勘
四
郎
、
大
久
保
ュ

ス
、
 

大
久
保
良
夫
、
松
野
恭
一
（
以

上
飯
詰
）
、
 田
辺
ミ
ョ
 （
下
岩
 
 

崎
）
、
 藤
田
勇
勝

（
猫
淵
三
ッ

谷
）
、
平
山
ッ
ヤ
（
湊
）
、
 
菊
池

良
市

（
稲
突
）
、
 木
村
柾
次
郎
 

（
姥
適
）
、
姥
名
誠

一
（
七
ッ
館
）
 

一
戸
正
一
（
広
田
）
、片
岡
勝
雄
 

（
福
岡
）
、
笹
森
市
太
郎
（
浅井
）
 

土
岐
策
五
郎
（神
山
杉
派
立
）
、
 

斎
藤
正
（
戸
沢
石
田
坂
）
、小
用

桐
銀
次
郎
（
福
山
）
、
工
藤
由
衛
 

（
豊
成
）
、
成
田
喜
代
治
（
神山
）
 

長
尾
善
五
郎
（野
里
）
、
山
内
清

祐
（
松
野
木
）
、
 阿
部
慶
吉
（
持

子
沢
）
 
工
藤
栄
一
、
小
笠
原

謙
吉
（
前
田
野
目
）
、小
笠
原
正

広
、
楠
美
せ
つ
一
高野
）
、外
崎

梁
四
郎
（
俵
元
」
、
 阿
部
長
助
 

（
原
子
）
、
阿
部
は
つ
よ

（
羽野

木
沢
）
、r
前
田
幸
一
、
福
士
長

太
郎

（
梅
田
）
、
 小
山
内
豊
吉
 

（中
泉
）
、
高
橋
東
五
郎
（中
泊
）
 

藤
森
み
つ
え
（
沖飯
詰
）
、館
山

松
四
郎
（種
井
）
、小
笠
原
又
一
 

（
田
川
）
、
上
見
謙

一
郎
（
桜
田
）
 

吉
岡
勘
十
郎
、
秋
田
留
作

（
川

山
）
、
 三
浦
半
十
郎
（
高瀬
）
、
 

川
浪
弥

四
郎
、
千
葉
み
ど
り
 

（
鶴
ケ
岡
）
、
川
浪
勝
栄
、
野
呂

金
八
郎
、
 一
戸
万
助
（藻
川
）
、
 

山
口
吉
弥
、
北
川
鉄
雄
、
杉
山

信
彦
（毘
沙
門
）
、
木
村
清
八
、
 

太
田
善
七
（
長
富
）
。
 

な
お
、
市
で
は
十
二
月
九
日

市
民
文
化
会
館
で
辞
令
伝
達
式

を
行
な
つ
た
あ
と
、
引
続
き
市

民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
の

役
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
き
め
ま

し
た
。
 

会
長

・
小
山
田
鳳
隆
、
副
会

長
・
寺
田
清
、
野
呂
金
八
郎
、
 

幹
事

・
寺
田
ま
つ
、
山
内
清
祐
 

ー
館
山
松
四
郎
〈
会
計
・
坂
本
憲

泰
、
寺
田
爾
o
 

第
一
民
協
（
旧
市
内
北
部
）
 

総
務

・
小
山
田
鳳
隆
．
副

・
坂

本
憲
泰
、
前
田
つ
な
。
 

第
二
民
協

（
旧
市
内
南
部
）
 

総
務
・
寺
田
清
、
副

・
鶴
谷
や

な
、
伊
香
常
雄
。
 

第
三
民
協
（
松島
・
飯詰
・
栄）
 

総
務
・
佐
藤
甚

一
、
副

・
大
久

保
良
夫
、
姥
名
誠
一
。
 

第
四
民
協

（
長
橋
・
七和
・
梅

沢
）
総
務
・
片
岡
勝
雄
、
副

・

阿
部
慶
吉
、
前
田
幸
一
。
 

第
五
民
協

（
中
川
・三
好
・

毘
沙
門
）
総
務
・
野
呂
金
八
郎

副
・
秋
田
留
作
、
太
田
善
七
。
 

市
教
肯
委
員
会
で

は
四
月
に
入
学
す
る

児
童
約
九
百
名

（
昭

和
三
十
七
年
四
月
一
一

日
か
ら
翌
三
十
八
年

四
月
一
日
ま
で
の
出

生
児
）
へ
就
学
通
知

書
（
健
康
診
断
実
施

要
領
）
を
届
け
ま
し

た
が
、
例
年
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
で
通
知

書
が
届
か
な
い
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
 

も
し
ま
だ
通
知
書
が

届
か
な
い
際
は
、
ご

手
数
で
も
市
教
育
委

員
会

（
旧
五
中
校
舎

電
話
曾
二
七
六
八
）
 

に
ご
連
絡
願
い
ま
す

な
お
、
入
学
児
童
の
名
簿
は

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
現
在
で

作
つ
て
い
ま
す
。
 ま
た
，
入
学
，
 

式
は
市
内
各
小
学
校
と
も
四
月

七
日
（
火
）
九
時
か
ら
で
す
。
 

入
学
児
童
の
健
康
診
断
は
、
 

一
月
二
十
二
日
五
所
川
原
小
、
 

二
十
三
日
南
小
、
二
十
四
日
栄

小

・
七
ッ
館
小
、
二
十
八
日
沖

飯
詰
小

・
鶴
ケ
岡
小
、
二
十
九

日
田
川
小

・
藻
川
小

・
毘
沙
門

小
、
三
十
日
松
島
小
・

一
野
坪

小
、
二
月
五
日
羽
野
木
沢
小

・

高
野
小
、
六
日
松
野
木
小
・
野

里
小

・
前
田
野
目
小
、
七
日
梅

泉
小
と
お
わ
り
、
最
後
の
飯
詰

小
学
校
は
十
二
日
十
三
時
か
ら

で
す
。
 

飼
い

犬
は
裏

口
へ
 

松
島
町
で
被
害
続
出
 

県
飼
い
犬
取
締
条
例
に
よ
つ

て
犬
の
放
し
飼
い
は
、
で
き
な

い
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
か
昼
間
は
犬
を
ず

う
つ
と
つ
な
い
で
い
ま
す
が
、
 

取
り
締
ま
り
の
手
薄
な
夜
間
に

な
る
と
放
し
飼
い
に
す
る
人
が

目
立
つ
て
き
ま
し
た
。
飼
い
主

の
つ
と
め
と
し
て
毎
日
朝
タ
一
一

回
程
度
は
、
ひ
き
運
動
を
し
て

犬
の
欲
求
不
満
を
解
消
し
て
や

り
ま
し
よ
う
。
 

こ
れ
ま
で
の
犬
に
吹
ま
れ
た

事
故
を
大
別
し
ま
す
と
、
加
害

犬
は
野
犬
よ
り
飼
い
犬
の
方
が

多
く
、
し
か
も
つ
な
が
れ
て
い

る
状
態
の
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
、
玄
関
先
に
つ
な
い
で
い
る

こ
と
が
事
故
の
原
因
と
な
つ
て

い
ま
す
。
 

・

失
の
唄
覚
は
人
間
の
想
像
の

及
ぱ
な
い
ほ
ど
鋭
敏
で
す
。
 で

す
か
ら
，
玄
関
な
ど
に
つ
な
が

な
く
て
も
、
出
入
り
の
人
が
家

人
か
外
米
者
か
識
別
で
き
ま
す

か
ら
裏
手
の
方

へ
つ
な
い
で
欲

し
い
も
の
で
す
e

ま
た
、
玄
関

な
ど
に
つ
な
い
で
お
く
と
、
か

え
つ
て
犬
は
神
経
質
に
な
り
咳

む
癖
を
覚
え
て
犬
の
た
め
に
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

最
近
松
島
町
で
放
し
飼
い
が

目
立
ち
、
排
便
、
履
物
や
子
ど

も
達
え
の
咳
み
つ
き
な
ど
、
市

民
相
談
室
へ
の
苦
情
が
続
い
て

い
ま
す
。
 

飼
い
犬
の
こ
と
で
、
隣
同
志

が
不
仲
に
な
ら
な
い
よ
う
、
正

し
い
管
理
で
犬
を
飼
い
ま
し
よ
 

上
ノ
。
 

（もうすぐ一年生・・・南小で） 



⑧
 

市政ニユース 

自
治
省
・
都
道
府

県
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
・
公
明
選
挙

連
盟

・
明
る
く
正
し

い
選
挙
推
進
全
国
協

議
会
で
は
、
日
本
新

聞
協
会
、
N
H
K
、
 

日
本
民
放
連
盟
の
後

援
を
得
て
、
 
「
新
有

者
権
と
し
て
の
民
主

政
治
、
と
く
に
選
挙

に
対
す
る
自
覚
」
を

内
容
と
す
る
感
想
文

を
募
集
し
て
い
ま
す

明
る
く
正
し
い
選

挙
推
進
運
動
は
、
選

挙
を
通
じ
て
よ
り
よ

い
民
主
政
治
を
実
現

す
る
た
め
昭
和
二
十
 

七
年
以
来
全
国
的
に
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
明

る
く
正
し
い
選
挙
の
実
現
を
期

す
る
た
め
に
は
、
新
し
く
有
権

者
と
な
る
青
年
の
新
鮮
な
感
覚

と
意
欲
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が

き
わ
め

て
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
 

こ
と
に
成
人
と
し
て
の
門
出

に
際
し
、
新
た
に
政
治
に
参
加

す
る
意
義
を

一
層
深
め
て
も
ら

う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
に

昭
和
二
十
三
年
二
十
四
年
中
に

生
ま
れ
た
青
年
か
ら
政
治

・
選

挙
に
関
す
る
感
想
文
を
募
集
し

ま
す
。
 

標
題
は
自
由
で
す
が
二
百
字

詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内
を
二
月

十
五
日
ま
で
県
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

三
月
十
五
日
づ
け
の
明
る
く

正
し

い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会

機
関
紙
「
私

た
ち
の
広
場
」
 
に

入
選
者
を
発
表
の
予
定
で
す
が

自
治
大
臣
が
一
等

一
点
二
万
円

二
等
二
点
一
万
円
、
三
等
三
点

五
千
円
、
佳
作
若
干
点
二
千
円

の
賞
状
お
よ
び
賞
金
を
贈
り
ま

す
。
 

な
お
応
募
作
品
は
一
人

一
点
 

】限
り
、
ふ
り
が
な
を
付
し
た
 

ィ
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

し
し
・
 
与
業を
原
稿
の
末
尾
に
、
 

女
か
甘
筒
表
面
左
下
に
「
感
想

文
在
中
」
と
明
記
し
、
併
せ
て
 
 

こ
の
募
集
が
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
つ
た
媒
体
名
（
新
聞

紙
名
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
局
名

を
も
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

公
共
事
業
等
及
び

公

営
住

宅
立
退
者
の
融

資
住

宅
貸
付
け
 

見
出
し
の
こ
と
の
借
入
希
望

者
は
、
二
月
十
五
日
ま
で
市
役

所
市
民
課
住
宅
係
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
 な
お
詳
し
い
こ

と
も
同
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

所
得
税
の
確
定
申
告
 

所
得
税
の
総
決
算
と
も
い
え

る
確
定
申
告
と
納
税
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。
 こ
の
確
定
申
告
は
、
昨

年

一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
自

分
自
身
で
計
算
し
、
す
で
に
納

税
ず
み
の
分
と
比
べ
、
過
不
足

を
精
算
す
る
た
め
の
も
の
で
す
 

地
方
税
の
個
人
事
業
税
、
住

民
税
の
申
告
期
限
も
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
が
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
た
人
は
、
事
業
税

住
民
税
の
申
告
は
い
り
ま
せ
ん

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
人

の
た
め
に
五
所
川
原
税
務
署
で

は
署
内
に
相
談
所
を
設
け
ま
す

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

財
産
を
も
ら

っ
た
と

き
の
贈
与
税
 

贈
与
税
は
、
昨
年

一
年
間
に

土
地
・
家
屋

・
現
金
・
予
金
・

株
式
な
ど
、
原
則
と
し
て
合
計

四
十
万
円
を
こ
え
る
財
産
を
も

ら
つ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
す

財
産
の
贈
与
は
お
も
に
親
と

子
や
夫
と
妻
の
間
な
ど
の
よ
う

に
親
族
の
間
で
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
財
産
の
贈
与

を
受
け
て
も
贈
与
税
が
か
か
る

こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
り
、
う

つ
か
り
申
告
を
忘
れ
て
い
る
と

い
う
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

贈
与
税
の
申
告
と
納
期
は
、
 

二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
。
 

懲
役
十
年
で

す
 

酔

っ
払
い
運
転
 

7
 レ
 コ
 
レ
 

ョ
ー
ロ
ツ
パ
各
国
の
交
通
安

全
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。
 

モ
ス
ク
ワ
は
交
通
安
全
都
市

で
す
が
、
横
断
地
下
道
は
四
ー
 

五
百
メ
l
ト
ル
間
隔
で
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
徹
底
し
た
車
優
先

が
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

つ
た
ん
歩
行
者
を
ひ
き
殺
し
た

ら
、
例
外
な
し
に
懲
役
刑
で
、
 

特
に
酔
つ
払
い
運
転
で
ひ
き
殺

し
た
時
は
十
年
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
 

イ
ギ
リ
ス
の
酔
つ
払
い
運
転

の
最
高
刑
は
、
罰
金
八
万
六
千

円
、
懲
役
四
か
月
、
免
許
証
は

即
座
に
没
収
だ
そ
う
で
す
。
 

パ
リ
で
は
、
十
字
路
の
信
号

が
数
秒
間
双
方
と
も
赤
に
な
り

ま
す
。
 こ
の
た
め
交
通
事
故
の

九
割
が
都
市
で
な
く
、
地
方
で

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
許

取
得
一
年
以
内
は
、
初
心
者
で

あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
ブ
レ

ー
 

ト
を
車
に
つ
け
る
ほ
か
、
免
許

試
験
に
四
回
落
ち
た
ら
三
年
間

試
験
を
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。
 

県
内
に
は
百
九
十
七

箇
所
の
踏
切
り
が
あ
り

ま
す
が
、
年
々
踏
切
り

事
故
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
 し
か
し
そ
れ
で
も

昨
年
度
の
秋
田
鉄
道
管

理
局
管
内
の
事
故
は
、
 

二
百
四
件
も
あ
り
ま
し

た
。
 

列
車
が
踏
切
り
で
急

プ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か

ら
、
止
ま
る
ま
で
の
距
 

離
は
、
特
急
列
車
五
百
 

二
十
メ
ー
ト
ル
、
急
行
旅
客
列

車
四
百
三
十
メ
ー
ト
ル
、
貨
物

列
車
三
百
七
十
メ
ー
ト
ル
、
デ
 

ー
ゼ
ル
カ
ー
で
も
ニ
百
八
十
メ
 

ー
ル
か
か
り
ま
す
。
 

踏
切
り
で
は
、
警
報
機
ま
た

は
注
意
柵
よ
り
前
に
出
な
い
で

必
ら
ず
一
時
停
止
し
、
と
く
に

耕
転
機
な
ど
鼻
先
の
長
い
も
の

は
、
 一
旦
車
か
ら
降
り
て
安
全

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
 

源
泉
所
得
税
還
付

申
告
書
納
税
証
明

請
求

は
早
め
に
 

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
は
、
申
告
所
得
税
の
確

定
申
告
期
で
、
税
務
署
の
窓
ロ

が
非
常
に
混
み
あ
い
ま
す
の
で

保
険
の
外
交
員
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
、
出
稼
者
等
職
料
か
ら
徴
集

さ
れ
た
源
泉
所
得
税
の
還
付
の

た
め
の
確
定
申
告
書
の
提
出
や

業
者
登
録
，
入
札
参
加
、
そ
の

他
の
納
税
証
明
書
の
請
求
は
、
 

お
そ
く
と
も
二
月
十
五
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
 

に
せ
税
理
士
ご

注
意
 

税
理
士
は
、
 一
定
の
資
格
を

も
つ
た
税
務
に
関
す
る
民
間
の

専
門
家
で
す
が
、
納
税
者
の
依

頼
に
よ
つ
て
、
税
務
書
類
の
作

成
や
相
談
な
ど
を
行
な
い
ま
す

し
か
し
、
世
間
に
は
資
格
を
も

た
な
い
で
税
理
士
の
仕
事
を
し

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
に
せ
税
理

士
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
税
金

に
関
す
る
大
切
な
仕
事
を
他
人

に
依
頼
す
る
と
き
は
、
資
格
の

な
い
に
せ
税
理
士
に
頼
ん
で
損

害
や
迷
惑
を
受
け
る
こ
と
の
な

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

工
事
指
名
参
加
願
を

出
し

て
く
だ
さ
い
 

昭
和
四
十
四
年
度
で
、
市
建

設
工
事
の
指
名
を
受
け
よ
う
と

す
る
業
者
は
、
指
名
参
加
願
を

二
月
二
十
八
日
ま
で
市
役
所
建

設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

サ
イ
フ
を
拾
い
ま
し

た
 

さ
る

一
月
八
日
タ
方
、
市
内

柳
町
青
森
工
事
事
務
所
出
張
所

玄
関
前
路
上
で
、
赤
い
か
わ
い

ら
し
い
サ
イ
フ
を
拾
い
ま
し
た

も
ち
ろ
ん
オ
カ
ネ
も
入
つ
て
い

ま
す
。
 お
心
当
り
の
方
は
公
民

館
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

内
職

が
あ
り
ま
す
 

青
森
県
内
職
公
共
職
業
補
導

所
で
は
、
毎
月
第
二
月
曜
日
五

所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
に
お

い
て
、
内
職
定
期
相
談
を
行
な

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
奥
さ
ん

方
多
数
の
ご
利
用
を
望
ん
で
い

ま
す
。
な
お
講
師
は
同
補
導
所

の
鶴
賀
茂
世
主
事
で
す
．
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